教材番号　　ルール作り№3
対象　　　　小・中
～妊婦さんに席を譲らなかったら罰金１０００円！？～

　　　　　　　　　　　　　　

１　事例

「ラッシュの時間帯（午前７時から８時）に、妊婦さんから『席を譲って欲しい。』と求められた者は、直ちに妊婦に席を譲らなければならない（ただし、高齢者や障害者はのぞく）。」という法律を作ることになりました。この法律を守ってもらうために付け加えるとしたら、次のＡ～Ｄのどの法律案がいいでしょうか。

Ａ　マナーの問題だから、それぞれの乗客の気持ちにまかせる。

Ｂ　守っていない乗客を見つけたら、車掌がその人に注意をすることができる。

Ｃ　車掌から注意されて守らない乗客から罰金１千円をとることができる。

Ｄ　車掌から注意されて守らない乗客を、車掌は罰金１千円とったうえで、電車から降ろすことができる。
２　テーマ・ポイント
　　妊婦の利益と乗客の利益との調和をどう図っていくのかを考える作業を通じ、多様な視点から物事を見ることの大切さに気付かせると同時に、法が様々な立場や利害を調整する「共生のためのルール」であることを学習する。さらに、ルールを作る過程で、自分の意見を説明し、様々な立場の人の意見を聞きながら十分な話し合いを行うことによって合意を形成し、それを守ることの重要性に気付かせる。
３　授業の進め方（一例）
　⑴　生徒にあらかじめＡ～Ｄのどの案を支持するかを決めてもらう。

⑵　次に，それぞれの立場から意見を述べてもらい、討論を行う。

⑶　討論を踏まえ、各生徒に最終的にどの案を支持するのかを決めてもらい、その理由を発表してもらう。
以　上

